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＊文部科学省資料を基にBetween編集部にて作成

＊文部科学省資料を基にBetween編集部にて作成

※
本
記
事
は
2
0
2
6
年
８
月
末
時
点
で
の
情
報
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、最
新
の
情
報
は
、文
部
科
学
省
の
公
表
情
報
で
確
認
さ
れ
た
い
。

「新たな評価」制度
 ～準備と活用、質向上

「
新
た
な
評
価
」制
度

認証評価制度が大きく変わる。国は、今後の大学進学者数減少期に向けて、
「数」（定員充足）での縛りに加え、「質」についても厳格化。

「教育の質」が、募集力や経営力にも直結する時代が目前に迫っている。
「新たな評価」制度への準備によって、教育機関としてアップデートし、

少子化の中での大学存続の機会にする術を考えてみよう。

第3サイクルスタート。評価項目に3つの方
針・内部質保証を追加・認証評価機関にAC
との連携及びステークホルダーへの意見聴
取、自己点検評価結果の公表義務付け

第4サイクルスタート。機関別・分野別の共
通評価基準に①継続的な研究成果の創
出のための環境整備②学修成果の適切
な把握及び評価に関することを追加

認証評価機関に「適合・不適合」認定義
務化、「不適合」大学への追加評価努力
義務化、「不適合」大学は大臣に報告等

第2サイクルスタート。大学自身の改善の仕
組み「内部質保証」が問われ始める

【図表2】「新たな評価」制度に至るまでの高等教育政策の流れ  

【図表1】現在の高等教育機関の質保証システム    
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＊1 教育・学習の質向上に向けた新たな評価の在り方ワーキンググループ
＊2 教員の「教学マネジメント指針の認知度」：内容を知っていて学内での議論で参考にした12.6%、内容をある程度知っている37.5%、聞いたことはあるがよく知らない35.8%、
聞いたことがない13.8%（大学基準協会大学評価研究所「大学教育改善のための組織的取り組みに関する教員調査」2022年）

      

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
人
材
育
成

の
た
め
。

　今
回
の
大
幅
な
見
直
し
に
つ
い
て
、

「
や
っ
と
対
応
体
制
が
整
っ
た
の
に
、

な
ぜ
？
」
と
戸
惑
う
大
学
も
多
い
。
し

か
し
、
こ
の
20
年
余
り
の
間
、
何
も
変

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

認
証
評
価
は
大
学
設
置
後
の
活
動
や
運

営
の
適
切
性
を
確
認
す
る
し
く
み
と
し

て
２
０
０
４
年
に
導
入
さ
れ
た
が
、
す

で
に
第
2
期
よ
り
教
育
の
内
部
質
保
証

の
有
効
性
を
問
う
評
価
へ
と
見
直
し
が

重
ね
ら
れ
て
き
た
【
図
表
1
・
2
】。

　か
つ
て
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
答

申
を
取
り
ま
と
め
、
今
回
の
改
定
を
主

導
し
た
大
学
振
興
課
の
石
橋
晶
課
長

は
、「
急
速
な
少
子
化
と
予
測
困
難
な
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術・学術政策局基盤政策課専門
官、高等教育局大学振興課課長補
佐、国立大学法人支援課企画官、
高等教育局高等教育企画課高等
教育政策室長などを経て現職。

すずきひろゆき●2003年
文部科学省入省。初等中等
教育企画課課長補佐、初等
中等教育局視学官、在ブラジ
ル日本国大使館一等書記
官、文部科学大臣秘書官など
を経て、2024年より現職。
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課

大
学
設
置
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評
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室
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材
時
）

鈴
木 

宏
幸

「新たな評価」制度スタート（予定） 

「大学の質の保証に係る新たなシステムの構築について（答申）」　設置認可の在
り方の見直しや第三者評価制度の導入を提言、事前規制から事後チェックへ。
→学校教育法の改正：①設置認可の見直し（届出制度の導入／抑制方針の撤廃
／設置審査の準則化）／②認証評価制度の導入／③自己点検評価・公表の義務
化／④法令違反状態の大学に対する段階的是正措置の導入

「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的
に考える力を育成する大学へ～（答申）」　これからの社会像と能力、学士課程の
質的転換、現状と学修時間等

「我が国の『知の総和』向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」　
教育研究の「質」の更なる高度化に向け、学修者本位の教育の更なる推進（出口の
質保証、教育の質を評価する新たな評価制度へ移行）、大学間比較できる新たな
データプラットフォーム新構築など

「新たな時代を見据えた質保証システムの改善・充実について（審議まとめ）」　大
学教育の質保証を「形式的な設置基準の遵守」から「実質的な教育の質向上」へと
転換するための重要な指針。時代に合わなくなった大学設置基準の大幅な見直しへ

「教学マネジメント指針」公表　予測困難な時代を生き抜く自律的な学修者を育成
するため学修者本位の教育への転換、教育組織としての大学が教学マネジメントと
いう考え方を重視していく必要

「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」　学修者本位の教育への
転換、多様性と柔軟性の確保、質保証の再構築（設置基準の抜本的見直し）

「認証評価制度の充実に向けて（審議まとめ）」　法令適合性などの最低限の質保
証にとどまらず、各大学の教育研究活動の「質的改善」を促す評価制度への転換を図る

「学士課程教育の構築に向けて（答申）」　学士課程の教育の方針、教職員の職
能開発、質保証の仕組みの強化、基盤となる財政支援

「我が国の高等教育の将来像（答申）」　機能分化、学位を与える「課程」中心の
考え方への再整理、入試・教育課程の改善、「出口管理」の強化等

3つのポリシー策定公表の義務化

通常国会にて法改正（予定）

「2040年を見据えて社会とともに歩む私立大学の在り方検討会議（審議まとめ）」
経営状況が厳しく質の担保ができない大学への早期の円滑な撤退判断促進、教育
研究の質の向上に向けた重点支援
「教育・学習の質向上に向けた新たな評価の在り方ワーキンググループ議論のまとめ」
新たな評価制度の基本的枠組み策定→質保証・質向上システム部会にて審議
「第7期科学技術・イノベーション基本計画」　第Ⅰ期大学の量的規模適正化総合
政策。大学の機能強化や地域における質の高い高等教育へのアクセス確保、再
編・統合を含めた大学の規模適正化へ

第三者による認証評価制度第1サイクルスタート
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 年    中教審の答申などの認証評価や教育の質にまつわる動き               認証評価制度の動き
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大学設置基準
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設置認可審査

設置計画履行
状況等調査
（AC）

認証評価
文科大臣認証の評価
機関による第三者評価

取材・文／本間学　撮影／木藤富士夫

時
代
の
中
で
、
大
学
に
は
、
社
会
を
支

え
る
人
材
育
成
の
役
割
が
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
る
。
学
生
一
人
ひ
と
り
を
ど
こ

ま
で
成
長
さ
せ
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

だ
。
そ
の
た
め
、
教
育
の
質
向
上
に
つ

な
が
る
評
価
が
必
要
だ
っ
た
」と
語
る
。

　「負
担
が
大
き
い
割
に
評
価
結
果
が

十
分
に
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
社
会
の

認
知
も
低
い
」と
い
う
課
題
も
ふ
ま
え
、

実
効
性
が
高
く
、
教
育
改
善
を
促
す
制

度
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
て
い
る
。

      

２
０
３
５
年
ま
で
に
教
育
の
質
が

高
い
大
学
を
見
極
め
る
た
め
。

　第
4
サ
イ
ク
ル
の
終
了
を
待
た
ず
に

新
制
度
へ
移
行
す
る
理
由
に
つ
い
て
、

石
橋
氏
は
「
質
の
高
い
教
育
を
行
う
大

学
を
明
ら
か
に
し
、
存
続
に
向
け
た
支

援
に
つ
な
げ
る
た
め
だ
」と
説
明
す
る
。

大
学
進
学
者
数
が
60
万
人
台
を
切
る
と

見
込
ま
れ
る
２
０
３
５
年
ま
で
に
各
大

学
の
教
育
の
質
を
社
会
が
客
観
的
に
認

知
で
き
る
し
く
み
を
整
え
る
た
め
に

は
、
遅
く
と
も
２
０
３
０
年
度
に
始
め

な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
た
。

　評
価
期
間
を
6
年
に
短
縮
す
る
の

は
、
変
化
の
速
い
社
会
に
教
育
が
対
応

し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
。

学
部
教
育
の
確
認
を
行
う
た
め
、
既
存

の
分
野
別
評
価
が
５
年
、
医
学
部
評
価

が
６
年
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
６
年
サ

イ
ク
ル
に
落
ち
着
い
た
と
言
う
。

　新
制
度
案
で
は
、
２
０
３
０
年
度
と

２
０
３
１
年
度
に
第
4
期
認
証
評
価
を

予
定
し
て
い
る
大
学
は
、
第
4
期
を
受

け
ず
に
新
制
度
へ
移
行
す
る
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。
現
制
度
で
評
価
を

受
け
た
場
合
に
は
、
７
年
の
経
過
を
待

た
ず
次
の
サ
イ
ク
ル
の
６
年
の
中
で

「
新
た
な
評
価
」
を
受
審
す
る
こ
と
も

可
能
と
す
る
【
図
表
3
】。「
最
上
位
の

評
価
を
得
れ
ば
、
国
や
自
治
体
の
支
援

を
得
や
す
く
な
る
。
特
に
地
域
の
人
材

育
成
に
実
績
が
あ
る
短
大
や
大
学
に
は

初
年
度
で
の
受
審
を
勧
め
た
い
」（
石

橋
氏
）。

　法
改
正
案
は
2
0
2
7
年
の
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
だ
。

      

教
育
の
基
本
単
位
は
学
部
だ
か

ら
。　当

初
は
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
単
位
の

評
価
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
新
制
度

で
は
、
学
部
単
位
の
教
育
の
質
に
特
化

し
た
評
価
が
導
入
さ
れ
る
【
図
表
4
】。

鈴
木
宏
幸
大
学
設
置
・
評
価
室
長
（
取

材
時
）
は
、
変
更
理
由
に
つ
い
て
「
現

下
の
学
校
教
育
法
上
に
は
『
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
』と
い
う
文
言
の
規
定
が
な
く
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
な
ど
の
、
質
保
証

る
。　全

学
部
が
星
評
価
を
獲
得
し
た
場
合

は
機
関
と
し
て
「
適
合
」、
1
学
部
で

も
「
要
是
正
」
で
あ
れ
ば
、「
機
関
と
し

て
の
内
部
質
保
証
が
図
ら
れ
て
い
な

い
」た
め
、
大
学
全
体
も
「
要
是
正
」

と
判
定
さ
れ
る
。
な
お
、
評
価
は
２
階

建
て
だ
が
、
デ
ー
タ
入
力
や
書
類
の
提

出
は
一
度
に
行
う
。

      「
学
生
を
ど
れ
だ
け
成
長
さ
せ
た

か
」
を
重
視
し
て
い
る
た
め
。

　学
部
別
評
価
で
は
、
教
育
の
「
質
保

証
」
に
加
え
、「
質
向
上
」
の
視
点
か

ら
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
教

育
の
質
と
は
何
か
【
図
表
６
】。
石
橋

氏
は
、「
入
学
後
、
自
学
の
教
育
で
学

生
が
ど
の
程
度
、
成
長
し
た
か
、
付
加

価
値
が
付
け
ら
れ
た
か
だ
」
と
述
べ
、

だ
か
ら
こ
そ
D
P
が
非
常
に
重
要
だ
と

力
説
す
る
。
質
保
証
と
質
向
上
の
違
い

に
つ
い
て
は
、「
質
保
証
は
『
法
令
上

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
』。

こ
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
保

証
だ
。
対
し
て
質
向
上
は
、『
学
生
一

人
ひ
と
り
の
能
力
を
高
め
る
べ
く
、
教

育
活
動
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
そ
の
成
果

が
明
確
に
あ
る
』
状
態
だ
。
こ
れ
ら
は

大
学
が
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で

は
な
い
か
。
学
生
が
4
年
間
で
身
に
付

「
当
初
は
、
よ
り
学
生
に
近
い
学
部
の

教
育
評
価
を
中
心
に
検
討
し
て
い
た

が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
を

重
ね
る
中
で
、
大
学
は
学
部
教
育
に
責

任
を
負
わ
な
く
て
い
い
の
か
？
と
な
っ

た
。
社
会
的
に
も
機
関
と
し
て
の
法
令

違
反
や
内
部
質
保
証
の
し
く
み
の
有
無

は
重
要
な
た
め
、
ま
ず
、
大
学
全
体
の

状
況
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
学
部
別

評
価
を
行
う
し
く
み
と
し
た
」と
話
す
。

　機
関
別
評
価
で
は
、「
１
．法
令
違
反

や
社
会
的
信
頼
を
損
な
う
行
為
が
な
い

か
」「
２
．内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
て
い
る
か
」「
３
．そ
の
シ
ス
テ
ム

が
適
切
に
機
能
し
て
い
る
か
」
を
確
認

す
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
行
の
認
証
評
価

の
機
能
を
引
き
継
ぐ
も
の
だ
。
１
ま
た

は
２
に
明
ら
か
な
問
題
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
時
点
で
機
関
と
し

て
「
要
是
正
」
に
な
る
（
学
部
受
審
に

は
進
め
な
い
）。
３
に
つ
い
て
は
、
学

部
の
状
況
を
詳
し
く
確
認
し
な
け
れ
ば

判
断
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
想
定
し
、
学

部
別
評
価
を
実
施
し
た
う
え
で
最
終
的

な
機
関
別
評
価
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　学
部
別
評
価
で
は
、
D
P
で
定
め
る

資
質
・
能
力
を
備
え
た
学
生
を
育
成
で

き
て
い
る
か
を
確
認
し
、「
要
是
正
」

「
1
つ
星
・
2
つ
星
・
3
つ
星
」
の
4

段
階
で
評
価
す
る
。
全
学
共
通
教
育
や

全
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
部
横
断
的
な
教

育
も
、
そ
れ
が
学
部
の
D
P
達
成
に
資

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
評
価
対
象
に
な

の
取
り
組
み
は
学
部
単
位
で
実
施
さ
れ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
評
価
も
学
部

単
位
で
行
う
の
が
現
実
的
と
判
断
し

た
」と
説
明
す
る
。
ち
な
み
に
学
環
は
、

法
令
上
認
め
ら
れ
た
教
育
組
織
で
あ
る

た
め
、一
つ
の
評
価
単
位
と
し
て
扱
う
。

      

大
学
全
体
の
教
育
に
対
す
る
責
任

と
学
部
の
質
、双
方
を
評
価
す
る
た
め
。

　新
制
度
で
は
、
大
学
全
体
の
内
部
質

保
証
を
確
認
す
る
「
機
関
別
評
価
」
を

経
て
、
学
部
単
位
で
教
育
の
質
を
評
価

す
る
「
学
部
別
評
価
」
の
２
階
建
て
構

造
を
採
用
し
て
い
る
【
図
表
５
】。

　石
橋
氏
は
、
こ
の
狙
い
に
つ
い
て
、

け
る
べ
き
能
力
や
到
達
目
標
は
D
P
に

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
達
成
を
も
っ
て

学
位
が
授
与
さ
れ
て
い
る
は
ず
。
学
生

の
成
長
や
教
育
成
果
は
、
D
P
を
基
準

と
し
て
判
断
し
た
い
。
D
P
で
定
め
た

水
準
に
達
し
て
い
な
い
学
生
に
は
、
学

位
を
授
与
し
な
い
と
い
う
判
断
も
あ
り

得
る
。
ま
ず
は
、
D
P
そ
の
も
の
を
見

直
し
て
ほ
し
い
」（
石
橋
氏
）。

　こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
、
ま
ず
学

部
の
質
保
証
で
は
、
D
P
や
C
P
が
適

切
に
策
定
さ
れ
て
い
る
か
、
両
者
に
整

合
性
が
あ
る
か
、
必
要
な
科
目
や
、
ふ

さ
わ
し
い
資
質
・
能
力
を
有
す
る
教
員

が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
設
置
基

準
を
は
じ
め
と
し
た
法
令
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
う

え
で
、
質
向
上
で
は
、
教
育
成
果
の
程

度
と
そ
れ
が
継
続
的
な
も
の
か
を
多
面

的
に
評
価
さ
れ
る
【
図
表
７
】。

      

評
価
基
準
の
ば
ら
つ
き
を
防
ぎ
、

星
付
き
評
価
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
。

　新
制
度
で
は
こ
れ
ま
で
評
価
機
関
ご

と
に
異
な
っ
て
い
た
評
価
基
準
や
項
目

を
統
一
す
る
【
図
表
８
】。
こ
の
た
め
、

「
画
一
的
な
基
準
で
の
評
価
は
、
高
等

教
育
の
多
様
性
を
損
ね
な
い
か
？
」
と

懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

　こ
れ
に
対
し
鈴
木
氏
は
、「
そ
も
そ

も
大
学
の
質
保
証
の
出
発
点
は
設
置
基

準
で
あ
り
【
P
．３
図
表
１
】、
そ
の
水

準
を
求
め
た
評
価
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
。
一
方
、
質
向
上
の

評
価
は
D
P
を
基
に
行
う
。
D
P
は
各

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
た
め
、
個
性

や
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
」
と
説
明
す
る
。
加
え
て
、
評
価
機

関
ご
と
に
基
準
が
異
な
る
と
、
星
付
き

評
価
の
公
平
性
が
担
保
し
に
く
い
。
そ

の
た
め
、
基
準
は
一
定
程
度
共
通
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　な
お
、
評
価
に
つ
い
て
は
、「
教
育

の
質
」
向
上
に
つ
な
げ
る
べ
く
「
絶
対

評
価
」
を
基
本
と
し
、設
置
認
可
の
「
学

位
の
種
類
及
び
分
野
の
変
更
等
に
関
す

る
基
準
」
に
定
め
る
21
分
野
の
研
究
者

に
よ
る
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
る
（
P
．12
）。
学
環
な
ど
分

野
横
断
型
の
場
合
は
、
該
当
分
野
の
専

門
家
が
協
働
し
て
行
う
予
定
だ
。「
学

部
教
育
は
ア
カ
デ
ミ
ア
の
入
り
口
に
あ

た
る
。
各
評
価
員
に
は
、
分
野
の
発
展

を
か
け
た
、
ピ
ュ
ア
な
視
点
で
の
評
価

を
期
待
し
て
い
る
」（
石
橋
氏
）。

      

社
会
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
い
形

で
公
表
し
、
結
果
を
活
用
す
る
た
め
。

　「新
た
な
評
価
」
で
は
、
学
部
別
評

価
結
果
を
4
段
階
で
示
す
【
P
．8
図

制
度
の
対
象
外
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。「
要
是
正
」
と
な
っ
た
大
学
に

は
文
科
省
が
直
接
指
導
に
入
る
が
、
改

善
の
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、
大
学
設

置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
審
議
を
経
て

学
校
教
育
法
第
15
条
が
適
用
さ
れ
、
最

悪
、
廃
止
命
令
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

【
P
．９
図
表
11
】。
こ
れ
ら
の
理
由
と

し
て
鈴
木
氏
は
、「
要
是
正
」
は
基
本

的
に
法
令
違
反
、
設
置
基
準
違
反
の
状

態
に
あ
た
り
、
単
な
る
努
力
不
足
と
は

性
質
が
異
な
る
か
ら
だ
と
語
る
。

　た
だ
し
、
こ
う
し
た
措
置
は
新
た
な

罰
則
で
は
な
く
、
既
存
の
法
制
度
に
基

づ
く
対
応
を
明
確
化
し
た
も
の
だ
。「
要

是
正
」
の
状
態
は
、「
学
生
の
利
益
が

損
な
わ
れ
て
い
る
状
態
」
の
た
め
、
改

善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
大
学
へ
一
定

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
当
然
と
も
言

え
よ
う
。
一
方
で
、
新
制
度
に
は
、
学

生
を
成
長
さ
せ
て
い
る
大
学
を
支
援
す

る
側
面
も
あ
る
。

　「少
子
化
が
進
む
中
で
も
、
評
価
が

高
け
れ
ば
存
続
に
向
け
た
支
援
を
検
討

で
き
る
。『
新
た
な
評
価
』
は
学
生
の

成
長
を
中
心
に
据
え
た
制
度
で
あ
り
、

定
員
充
足
率
等
を
見
る
も
の
で
は
な

い
。
よ
い
教
育
を
行
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
立
地
な
ど
に
よ
り
経
営
が

難
し
い
と
感
じ
始
め
て
い
る
大
学
こ
そ

前
向
き
に
制
度
と
向
き
合
い
、
教
育
の

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」（
石
橋
氏
）。

　
　社
会
で
の
認
知
を
高
め
、
進
学
先

選
び
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
。

　新
制
度
に
伴
い
、
国
は
デ
ー
タ
入
力

や
審
査
手
続
き
、
結
果
公
表
ま
で
を
一

元
化
す
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
整
備
す
る
【
図
表
12
】。

　「こ
れ
ま
で
認
証
評
価
の
結
果
は
各

評
価
機
関
と
大
学
が
バ
ラ
バ
ラ
に
公
表

し
て
い
た
た
め
受
験
生
に
認
知
さ
れ
に

く
く
、
進
路
選
択
の
材
料
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
制
度
で
は
国

が
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
に

「U
niv-m

ap
」（
仮
称
）
と
い
う
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
つ
く
っ
て
結
果
を
公
開

し
、
例
え
ば
「
法
学
系
で
3
つ
星
評
価

の
学
部
」
な
ど
を
検
索
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
進
路
選
択
で
の
活
用
を
促
す
た

め
、
文
科
省
が
高
校
向
け
に
認
知
普
及

活
動
も
行
う
。

　ま
た
、
大
学
が
関
係
機
関
へ
個
別
提

出
し
て
い
た
デ
ー
タ
を
連
携
し
、
資
料

作
成
や
提
出
の
重
複
を
解
消
す
る
こ
と

で
負
担
軽
減
を
図
る
。
現
在
の
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
は
、
機
能
を
統
合
し
た

う
え
で
停
止
す
る
方
向
で
検
討
中
だ
。

　な
お
、
要
是
正
に
な
っ
て
も
再
受
審

で
適
合
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
6
年

後
を
待
た
ず
に
評
価
結
果
を
更
新
し
、

最
新
の
評
価
結
果
を
掲
載
す
る
予
定

だ
。 　

　教
育
成
果
の
測
定
は
難
し
い
た

め
、多
面
的
に
見
る
必
要
が
あ
る
か
ら
。

　学
部
別
評
価
で
は
教
育
成
果
を
示
す

根
拠
例
と
し
て
、
多
面
的
な
直
接
評
価

と
多
面
的
な
間
接
評
価
の
二
面
、
お
よ

び
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
で
の
活
躍
を

示
す
デ
ー
タ
を
求
め
て
い
る
【
P
．6

図
表
７
】。そ
の
理
由
を
石
橋
氏
は
、「
教

育
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
面
的
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

　直
接
評
価
は
、
成
長
の
客
観
的
な
証

拠
が
あ
る
評
価
で
、
レ
ポ
ー
ト
や
試
験

結
果
、
単
位
修
得
状
況
、
学
修
成
果
物

な
ど
。
間
接
評
価
は
、
学
生
自
身
の
認

識
を
問
う
評
価
で
、
国
の
全
国
学
生
調

査
の
活
用
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
複
数
の
根
拠
を
組
み
合
わ
せ
、

D
P
に
掲
げ
る
資
質
・
能
力
を
備
え
た

学
生
を
育
成
で
き
て
い
る
か
を
示
す
。

　「こ
れ
ま
で
大
勢
の
学
生
に
授
与
し

て
き
た
、
学
位
の
根
拠
は
何
か
？

　卒

業
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
に
設
計
さ

れ
て
い
れ
ば
、
教
育
成
果
は
十
分
に
示

せ
る
は
ず
だ
」（
石
橋
氏
）。

　
　１
学
部
の
課
題
は
、
全
学
的
な
質

増
え
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
話
し
、
多

面
的
評
価
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
全

国
学
生
調
査
結
果
の
活
用
を
勧
め
る
。

　小
規
模
だ
か
ら
こ
そ
の
利
点
も
あ

る
。「
学
生
数
が
少
な
く
、
S
T
比
も

低
い
大
学
は
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
教
育
や
学
修
成
果
の
可
視
化
も

し
や
す
い
は
ず
だ
。『
新
た
な
評
価
』は
、

教
育
の
評
価
で
、
学
生
を
ど
真
ん
中
に

お
い
た
『
教
学
経
営
』
を
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
問
う
制
度
だ
。
現
状
の
教
育

環
境
は
果
た
し
て
自
ら
掲
げ
た
D
P
を

達
成
し
や
す
い
も
の
な
の
か
、
こ
れ
を

機
に
見
直
し
て
ほ
し
い
」（
石
橋
氏
）。

　
　「要
是
正
」＝
法
令
違
反
で
学
生
の

利
益
が
損
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
。

　こ
れ
ま
で
は
不
適
合
で
も
強
制
的
な

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な
く
、
改
善
が
進
ま
な

い
例
も
あ
っ
た
。
実
際
、
16
校
が
不
適

合
と
な
っ
た
第
3
サ
イ
ク
ル
で
は
、
再

（
追
）評
価
で
適
合
と
認
め
ら
れ
た
の

は
4
校
に
と
ど
ま
る
【
図
表
10
】。

　一
方
、
新
制
度
で
は
、「
要
是
正
」

と
判
定
さ
れ
た
大
学
に
対
し
、
厳
し
い

措
置
を
講
じ
る
。
新
学
部
・
新
学
科
の

設
置
が
認
め
ら
れ
な
い
ほ
か
、
国
の
資

源
配
分
に
も
反
映
し
、
私
学
助
成
金
な

ど
の
減
額
や
不
交
付
の
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
将
来
的
に
修
学
支
援
新

保
証
の
課
題
で
あ
る
た
め
。

　新
制
度
で
は
、
１
学
部
で
も
「
要
是

正
」
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、
大
学
全
体

が
「
要
是
正
」
と
な
る
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
鈴
木
氏
は
、「
実
際
、
内
部
質

保
証
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
教
育
現
場
の
学
部
の
実
態
を
見

て
み
な
い
と
判
断
で
き
な
い
。
あ
る
学

部
に
問
題
が
あ
れ
ば
本
部
が
サ
ポ
ー
ト

す
べ
き
だ
ろ
う
。
1
学
部
で
も
要
是
正

が
付
く
と
い
う
こ
と
は
、
大
学
全
体
の

質
保
証
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機
能
し
て

い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
は

従
来
の
評
価
制
度
が
実
質
、
学
部
を
置

き
去
り
に
し
て
い
た
と
い
う
反
省
が
あ

る
」
と
語
る
。
つ
ま
り
、
学
部
が
要
是

正
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
学
部
だ
け
で

な
く
、
大
学
全
体
で
質
保
証
を
担
保
す

べ
き
と
言
え
る
。
大
学
本
部
と
学
部
間

の
対
話
と
連
携
が
重
要
だ
。

　
　自
己
点
検
に
基
づ
く
評
価
の
た

め
、
過
度
な
負
担
は
か
か
ら
な
い
。

　担
当
す
る
要
員
の
確
保
や
多
面
的
評

価
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
リ
ソ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
小
規
模
大

学
は
対
応
が
困
難
だ
」と
の
声
も
あ
る
。

し
か
し
、
石
橋
氏
は
「
評
価
資
料
は
、

法
令
上
全
大
学
が
行
っ
て
い
る
自
己
点

検
・
評
価
が
ベ
ー
ス
の
た
め
、
負
担
が

表
9
】。「
要
是
正
」
は
、
法
令
で
求
め

ら
れ
る
水
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、
質
保

証
の
最
低
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状

態
。「
1
つ
星
」
は
、
必
要
最
低
限
の

質
保
証
体
制
は
整
っ
て
い
る
状
態
。

「
2
つ
星
」
は
、
学
生
の
成
長
を
促
す

取
り
組
み
は
あ
る
が
、
ま
だ
成
果
が
十

分
に
表
れ
て
い
な
い
段
階
の
評
価
だ
。

石
橋
氏
は
、「
学
生
が
成
長
す
る
可
能

性
が
高
い
取
り
組
み
を
評
価
し
、
成
果

が
出
る
ま
で
の
過
程
も
応
援
し
た
く
、

2
つ
星
を
設
け
た
」
と
説
明
す
る
。

「
3
つ
星
」
は
、
教
育
成
果
と
教
育
改

善
の
取
り
組
み
が
高
水
準
で
あ
る
こ
と

が
明
確
な
状
態
を
示
す
。

　こ
の
4
段
階
評
価
の
目
的
は
、
受
験

生
や
保
護
者
に
教
育
の
質
を
わ
か
り
や

す
く
示
す
こ
と
だ
が
、
高
い
評
価
の
学

部
等
に
は
私
学
助
成
や
運
営
費
交
付
金

に
対
す
る
反
映
な
ど
、
大
学
側
に
も
直

接
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。「
例
え
ば
、
学
生
募
集
が
厳
し
い

地
域
に
同
じ
学
部
が
複
数
あ
る
場
合
、

3
つ
星
を
獲
得
し
教
育
の
質
が
高
い
と

証
明
さ
れ
た
大
学
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か

の
経
営
支
援
を
受
け
や
す
く
な
る
可
能

性
が
高
く
な
る
だ
ろ
う
」（
石
橋
氏
）。

　ま
た
、
従
来
の
「
適
合
・
不
適
合
」

評
価
で
は
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
う

大
学
・
学
部
が
わ
か
ら
な
い
が
、
星
付

き
評
価
に
な
れ
ば
、
3
つ
星
を
獲
得
し

た
大
学
を
参
考
に
、
自
学
の
教
育
改
善

が
し
や
す
く
な
る
。

　「負
担
が
重
く
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
感
じ

づ
ら
い
」「
徒
労
感
」「
社
会
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
…
」。
国
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
議
論
で
は
、
現
状
の
認
証
評
価
制
度
に
対

す
る
厳
し
い
指
摘
が
相
次
い
だ
。

　次
期
通
常
国
会
で
成
立
を
め
ざ
す
「
新
た

な
評
価
」
制
度
は
、
機
関
別
評
価
と
学
部
別

評
価
の
２
階
建
て
、
4
段
階
評
価
、
6
年
周

期
な
ど
変
更
点
が
多
い
。
そ
の
本
丸
は
、「
学

部
教
育
の
質
が
保
証
さ
れ
、
向
上
が
図
ら
れ

て
い
る
か
」、
つ
ま
り
、
学
位
の
価
値
と
い
う

点
に
あ
る
。

　従
来
の
認
証
評
価
で
は
、
本
部
主
導
の
受

審
に
と
ど
ま
り
、
教
育
現
場
で
あ
る
学
部
が

あ
ま
り
関
与
し
な
い
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

教
員
の
「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」
の
認

知
度
が
５
割
に
と
ど
ま
る 

現
状
を
鑑
み
れ
ば
、

組
織
的
な
教
育
改
善
は
定
着
し
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
。
内
部
質
保
証
を
重
点
的
に
見

て
き
た
評
価
制
度
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
明
ら
か
だ
。

　人
口
減
少
や
地
方
衰
退
、
A
I
技
術
の
目

覚
ま
し
い
発
展
な
ど
、
環
境
が
激
変
す
る
中

で
、
学
生
を
ど
う
育
て
て
い
く
か
。
い
か
な

る
大
学
で
あ
っ
て
も
、
今
、
一
番
の
課
題
だ

ろ
う
。
経
営
の
最
重
要
事
項
と
し
て
教
育
の

質
保
証
・
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
の

先
に
こ
そ
、★
３
つ
の
評
価
と
大
学
の
持
続
可

能
な
未
来
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

＊1

＊2

Q
1.
な
ぜ
今
、認
証
評
価

制
度
を
見
直
す
の
か
。

★
★
★
の
評
価
と

大
学
の
持
続
可
能
性

自己点検・
評価

「
新
た
な
評
価
」で
は
、何
が
ど
う
変
わ
り
、大
学
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

 

文
部
科
学
省
の
見
解
を
交
え
な
が
ら
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ひ
も
と
い
て
い
く
。

文
科
省
に
聞
く
！

文／編集部

＊文部科学省資料を基にBetween編集部にて作成

＊文部科学省資料を基にBetween編集部にて作成

※
本
記
事
は
2
0
2
6
年
８
月
末
時
点
で
の
情
報
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、最
新
の
情
報
は
、文
部
科
学
省
の
公
表
情
報
で
確
認
さ
れ
た
い
。

「新たな評価」制度
 ～準備と活用、質向上

「
新
た
な
評
価
」制
度

認証評価制度が大きく変わる。国は、今後の大学進学者数減少期に向けて、
「数」（定員充足）での縛りに加え、「質」についても厳格化。

「教育の質」が、募集力や経営力にも直結する時代が目前に迫っている。
「新たな評価」制度への準備によって、教育機関としてアップデートし、

少子化の中での大学存続の機会にする術を考えてみよう。

第3サイクルスタート。評価項目に3つの方
針・内部質保証を追加・認証評価機関にAC
との連携及びステークホルダーへの意見聴
取、自己点検評価結果の公表義務付け

第4サイクルスタート。機関別・分野別の共
通評価基準に①継続的な研究成果の創
出のための環境整備②学修成果の適切
な把握及び評価に関することを追加

認証評価機関に「適合・不適合」認定義
務化、「不適合」大学への追加評価努力
義務化、「不適合」大学は大臣に報告等

第2サイクルスタート。大学自身の改善の仕
組み「内部質保証」が問われ始める

【図表2】「新たな評価」制度に至るまでの高等教育政策の流れ  

【図表1】現在の高等教育機関の質保証システム    
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2008
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2012

2016

2017
2018
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2025

2026

2027
2030

3 No.321 2No.321

＊1 教育・学習の質向上に向けた新たな評価の在り方ワーキンググループ
＊2 教員の「教学マネジメント指針の認知度」：内容を知っていて学内での議論で参考にした12.6%、内容をある程度知っている37.5%、聞いたことはあるがよく知らない35.8%、
聞いたことがない13.8%（大学基準協会大学評価研究所「大学教育改善のための組織的取り組みに関する教員調査」2022年）

      

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
人
材
育
成

の
た
め
。

　今
回
の
大
幅
な
見
直
し
に
つ
い
て
、

「
や
っ
と
対
応
体
制
が
整
っ
た
の
に
、

な
ぜ
？
」
と
戸
惑
う
大
学
も
多
い
。
し

か
し
、
こ
の
20
年
余
り
の
間
、
何
も
変

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

認
証
評
価
は
大
学
設
置
後
の
活
動
や
運

営
の
適
切
性
を
確
認
す
る
し
く
み
と
し

て
２
０
０
４
年
に
導
入
さ
れ
た
が
、
す

で
に
第
2
期
よ
り
教
育
の
内
部
質
保
証

の
有
効
性
を
問
う
評
価
へ
と
見
直
し
が

重
ね
ら
れ
て
き
た
【
図
表
1
・
2
】。

　か
つ
て
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
答

申
を
取
り
ま
と
め
、
今
回
の
改
定
を
主

導
し
た
大
学
振
興
課
の
石
橋
晶
課
長

は
、「
急
速
な
少
子
化
と
予
測
困
難
な

A 高
等
教
育
局

大
学
振
興
課 
課
長

石
橋 
晶

いしばしあき●2000年文部省
（現文部科学省）に入省。科学技
術・学術政策局基盤政策課専門
官、高等教育局大学振興課課長補
佐、国立大学法人支援課企画官、
高等教育局高等教育企画課高等
教育政策室長などを経て現職。

すずきひろゆき●2003年
文部科学省入省。初等中等
教育企画課課長補佐、初等
中等教育局視学官、在ブラジ
ル日本国大使館一等書記
官、文部科学大臣秘書官など
を経て、2024年より現職。

高
等
教
育
局 

高
等
教
育
企
画
課

大
学
設
置
・
評
価
室
長（
取
材
時
）

鈴
木 

宏
幸

「新たな評価」制度スタート（予定） 

「大学の質の保証に係る新たなシステムの構築について（答申）」　設置認可の在
り方の見直しや第三者評価制度の導入を提言、事前規制から事後チェックへ。
→学校教育法の改正：①設置認可の見直し（届出制度の導入／抑制方針の撤廃
／設置審査の準則化）／②認証評価制度の導入／③自己点検評価・公表の義務
化／④法令違反状態の大学に対する段階的是正措置の導入

「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的
に考える力を育成する大学へ～（答申）」　これからの社会像と能力、学士課程の
質的転換、現状と学修時間等

「我が国の『知の総和』向上の未来像～高等教育システムの再構築～（答申）」　
教育研究の「質」の更なる高度化に向け、学修者本位の教育の更なる推進（出口の
質保証、教育の質を評価する新たな評価制度へ移行）、大学間比較できる新たな
データプラットフォーム新構築など

「新たな時代を見据えた質保証システムの改善・充実について（審議まとめ）」　大
学教育の質保証を「形式的な設置基準の遵守」から「実質的な教育の質向上」へと
転換するための重要な指針。時代に合わなくなった大学設置基準の大幅な見直しへ

「教学マネジメント指針」公表　予測困難な時代を生き抜く自律的な学修者を育成
するため学修者本位の教育への転換、教育組織としての大学が教学マネジメントと
いう考え方を重視していく必要

「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」　学修者本位の教育への
転換、多様性と柔軟性の確保、質保証の再構築（設置基準の抜本的見直し）

「認証評価制度の充実に向けて（審議まとめ）」　法令適合性などの最低限の質保
証にとどまらず、各大学の教育研究活動の「質的改善」を促す評価制度への転換を図る

「学士課程教育の構築に向けて（答申）」　学士課程の教育の方針、教職員の職
能開発、質保証の仕組みの強化、基盤となる財政支援

「我が国の高等教育の将来像（答申）」　機能分化、学位を与える「課程」中心の
考え方への再整理、入試・教育課程の改善、「出口管理」の強化等

3つのポリシー策定公表の義務化

通常国会にて法改正（予定）

「2040年を見据えて社会とともに歩む私立大学の在り方検討会議（審議まとめ）」
経営状況が厳しく質の担保ができない大学への早期の円滑な撤退判断促進、教育
研究の質の向上に向けた重点支援
「教育・学習の質向上に向けた新たな評価の在り方ワーキンググループ議論のまとめ」
新たな評価制度の基本的枠組み策定→質保証・質向上システム部会にて審議
「第7期科学技術・イノベーション基本計画」　第Ⅰ期大学の量的規模適正化総合
政策。大学の機能強化や地域における質の高い高等教育へのアクセス確保、再
編・統合を含めた大学の規模適正化へ

第三者による認証評価制度第1サイクルスタート

12
の
な
ぜ
？

H14

H16

H17

H20

H23

H24

H28

H29

H30

R2

R4

R7

R8

R9

R12

 年    中教審の答申などの認証評価や教育の質にまつわる動き               認証評価制度の動き

社会への
情報公表

大学設置基準
に基づく
設置認可審査

設置計画履行
状況等調査
（AC）

認証評価
文科大臣認証の評価
機関による第三者評価

取材・文／本間学　撮影／木藤富士夫

時
代
の
中
で
、
大
学
に
は
、
社
会
を
支

え
る
人
材
育
成
の
役
割
が
よ
り
一
層
求

め
ら
れ
る
。
学
生
一
人
ひ
と
り
を
ど
こ

ま
で
成
長
さ
せ
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

だ
。
そ
の
た
め
、
教
育
の
質
向
上
に
つ

な
が
る
評
価
が
必
要
だ
っ
た
」と
語
る
。

　「負
担
が
大
き
い
割
に
評
価
結
果
が

十
分
に
活
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
社
会
の

認
知
も
低
い
」と
い
う
課
題
も
ふ
ま
え
、

実
効
性
が
高
く
、
教
育
改
善
を
促
す
制

度
へ
の
転
換
を
め
ざ
し
て
い
る
。

      

２
０
３
５
年
ま
で
に
教
育
の
質
が

高
い
大
学
を
見
極
め
る
た
め
。

　第
4
サ
イ
ク
ル
の
終
了
を
待
た
ず
に

新
制
度
へ
移
行
す
る
理
由
に
つ
い
て
、

石
橋
氏
は
「
質
の
高
い
教
育
を
行
う
大

学
を
明
ら
か
に
し
、
存
続
に
向
け
た
支

援
に
つ
な
げ
る
た
め
だ
」と
説
明
す
る
。

大
学
進
学
者
数
が
60
万
人
台
を
切
る
と

見
込
ま
れ
る
２
０
３
５
年
ま
で
に
各
大

学
の
教
育
の
質
を
社
会
が
客
観
的
に
認

知
で
き
る
し
く
み
を
整
え
る
た
め
に

は
、
遅
く
と
も
２
０
３
０
年
度
に
始
め

な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
た
。

　評
価
期
間
を
6
年
に
短
縮
す
る
の

は
、
変
化
の
速
い
社
会
に
教
育
が
対
応

し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
。

学
部
教
育
の
確
認
を
行
う
た
め
、
既
存

の
分
野
別
評
価
が
５
年
、
医
学
部
評
価

が
６
年
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
６
年
サ

イ
ク
ル
に
落
ち
着
い
た
と
言
う
。

　新
制
度
案
で
は
、
２
０
３
０
年
度
と

２
０
３
１
年
度
に
第
4
期
認
証
評
価
を

予
定
し
て
い
る
大
学
は
、
第
4
期
を
受

け
ず
に
新
制
度
へ
移
行
す
る
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。
現
制
度
で
評
価
を

受
け
た
場
合
に
は
、
７
年
の
経
過
を
待

た
ず
次
の
サ
イ
ク
ル
の
６
年
の
中
で

「
新
た
な
評
価
」
を
受
審
す
る
こ
と
も

可
能
と
す
る
【
図
表
3
】。「
最
上
位
の

評
価
を
得
れ
ば
、
国
や
自
治
体
の
支
援

を
得
や
す
く
な
る
。
特
に
地
域
の
人
材

育
成
に
実
績
が
あ
る
短
大
や
大
学
に
は

初
年
度
で
の
受
審
を
勧
め
た
い
」（
石

橋
氏
）。

　法
改
正
案
は
2
0
2
7
年
の
通
常
国

会
に
提
出
さ
れ
る
予
定
だ
。

      

教
育
の
基
本
単
位
は
学
部
だ
か

ら
。　当

初
は
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
単
位
の

評
価
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
新
制
度

で
は
、
学
部
単
位
の
教
育
の
質
に
特
化

し
た
評
価
が
導
入
さ
れ
る
【
図
表
4
】。

鈴
木
宏
幸
大
学
設
置
・
評
価
室
長
（
取

材
時
）
は
、
変
更
理
由
に
つ
い
て
「
現

下
の
学
校
教
育
法
上
に
は
『
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
』と
い
う
文
言
の
規
定
が
な
く
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
な
ど
の
、
質
保
証

る
。　全

学
部
が
星
評
価
を
獲
得
し
た
場
合

は
機
関
と
し
て
「
適
合
」、
1
学
部
で

も
「
要
是
正
」
で
あ
れ
ば
、「
機
関
と
し

て
の
内
部
質
保
証
が
図
ら
れ
て
い
な

い
」た
め
、
大
学
全
体
も
「
要
是
正
」

と
判
定
さ
れ
る
。
な
お
、
評
価
は
２
階

建
て
だ
が
、
デ
ー
タ
入
力
や
書
類
の
提

出
は
一
度
に
行
う
。

      「
学
生
を
ど
れ
だ
け
成
長
さ
せ
た

か
」
を
重
視
し
て
い
る
た
め
。

　学
部
別
評
価
で
は
、
教
育
の
「
質
保

証
」
に
加
え
、「
質
向
上
」
の
視
点
か

ら
も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
教

育
の
質
と
は
何
か
【
図
表
６
】。
石
橋

氏
は
、「
入
学
後
、
自
学
の
教
育
で
学

生
が
ど
の
程
度
、
成
長
し
た
か
、
付
加

価
値
が
付
け
ら
れ
た
か
だ
」
と
述
べ
、

だ
か
ら
こ
そ
D
P
が
非
常
に
重
要
だ
と

力
説
す
る
。
質
保
証
と
質
向
上
の
違
い

に
つ
い
て
は
、「
質
保
証
は
『
法
令
上

当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
』。

こ
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
保

証
だ
。
対
し
て
質
向
上
は
、『
学
生
一

人
ひ
と
り
の
能
力
を
高
め
る
べ
く
、
教

育
活
動
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
そ
の
成
果

が
明
確
に
あ
る
』
状
態
だ
。
こ
れ
ら
は

大
学
が
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で

は
な
い
か
。
学
生
が
4
年
間
で
身
に
付

「
当
初
は
、
よ
り
学
生
に
近
い
学
部
の

教
育
評
価
を
中
心
に
検
討
し
て
い
た

が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
を

重
ね
る
中
で
、
大
学
は
学
部
教
育
に
責

任
を
負
わ
な
く
て
い
い
の
か
？
と
な
っ

た
。
社
会
的
に
も
機
関
と
し
て
の
法
令

違
反
や
内
部
質
保
証
の
し
く
み
の
有
無

は
重
要
な
た
め
、
ま
ず
、
大
学
全
体
の

状
況
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
学
部
別

評
価
を
行
う
し
く
み
と
し
た
」と
話
す
。

　機
関
別
評
価
で
は
、「
１
．法
令
違
反

や
社
会
的
信
頼
を
損
な
う
行
為
が
な
い

か
」「
２
．内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
て
い
る
か
」「
３
．そ
の
シ
ス
テ
ム

が
適
切
に
機
能
し
て
い
る
か
」
を
確
認

す
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
行
の
認
証
評
価

の
機
能
を
引
き
継
ぐ
も
の
だ
。
１
ま
た

は
２
に
明
ら
か
な
問
題
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
時
点
で
機
関
と
し

て
「
要
是
正
」
に
な
る
（
学
部
受
審
に

は
進
め
な
い
）。
３
に
つ
い
て
は
、
学

部
の
状
況
を
詳
し
く
確
認
し
な
け
れ
ば

判
断
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
想
定
し
、
学

部
別
評
価
を
実
施
し
た
う
え
で
最
終
的

な
機
関
別
評
価
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　学
部
別
評
価
で
は
、
D
P
で
定
め
る

資
質
・
能
力
を
備
え
た
学
生
を
育
成
で

き
て
い
る
か
を
確
認
し
、「
要
是
正
」

「
1
つ
星
・
2
つ
星
・
3
つ
星
」
の
4

段
階
で
評
価
す
る
。
全
学
共
通
教
育
や

全
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
部
横
断
的
な
教

育
も
、
そ
れ
が
学
部
の
D
P
達
成
に
資

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
評
価
対
象
に
な

の
取
り
組
み
は
学
部
単
位
で
実
施
さ
れ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
評
価
も
学
部

単
位
で
行
う
の
が
現
実
的
と
判
断
し

た
」と
説
明
す
る
。
ち
な
み
に
学
環
は
、

法
令
上
認
め
ら
れ
た
教
育
組
織
で
あ
る

た
め
、一
つ
の
評
価
単
位
と
し
て
扱
う
。

      

大
学
全
体
の
教
育
に
対
す
る
責
任

と
学
部
の
質
、双
方
を
評
価
す
る
た
め
。

　新
制
度
で
は
、
大
学
全
体
の
内
部
質

保
証
を
確
認
す
る
「
機
関
別
評
価
」
を

経
て
、
学
部
単
位
で
教
育
の
質
を
評
価

す
る
「
学
部
別
評
価
」
の
２
階
建
て
構

造
を
採
用
し
て
い
る
【
図
表
５
】。

　石
橋
氏
は
、
こ
の
狙
い
に
つ
い
て
、

け
る
べ
き
能
力
や
到
達
目
標
は
D
P
に

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
達
成
を
も
っ
て

学
位
が
授
与
さ
れ
て
い
る
は
ず
。
学
生

の
成
長
や
教
育
成
果
は
、
D
P
を
基
準

と
し
て
判
断
し
た
い
。
D
P
で
定
め
た

水
準
に
達
し
て
い
な
い
学
生
に
は
、
学

位
を
授
与
し
な
い
と
い
う
判
断
も
あ
り

得
る
。
ま
ず
は
、
D
P
そ
の
も
の
を
見

直
し
て
ほ
し
い
」（
石
橋
氏
）。

　こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
、
ま
ず
学

部
の
質
保
証
で
は
、
D
P
や
C
P
が
適

切
に
策
定
さ
れ
て
い
る
か
、
両
者
に
整

合
性
が
あ
る
か
、
必
要
な
科
目
や
、
ふ

さ
わ
し
い
資
質
・
能
力
を
有
す
る
教
員

が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、
設
置
基

準
を
は
じ
め
と
し
た
法
令
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
う

え
で
、
質
向
上
で
は
、
教
育
成
果
の
程

度
と
そ
れ
が
継
続
的
な
も
の
か
を
多
面

的
に
評
価
さ
れ
る
【
図
表
７
】。

      

評
価
基
準
の
ば
ら
つ
き
を
防
ぎ
、

星
付
き
評
価
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
。

　新
制
度
で
は
こ
れ
ま
で
評
価
機
関
ご

と
に
異
な
っ
て
い
た
評
価
基
準
や
項
目

を
統
一
す
る
【
図
表
８
】。
こ
の
た
め
、

「
画
一
的
な
基
準
で
の
評
価
は
、
高
等

教
育
の
多
様
性
を
損
ね
な
い
か
？
」
と

懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

　こ
れ
に
対
し
鈴
木
氏
は
、「
そ
も
そ

も
大
学
の
質
保
証
の
出
発
点
は
設
置
基

準
で
あ
り
【
P
．３
図
表
１
】、
そ
の
水

準
を
求
め
た
評
価
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
。
一
方
、
質
向
上
の

評
価
は
D
P
を
基
に
行
う
。
D
P
は
各

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
た
め
、
個
性

や
多
様
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
」
と
説
明
す
る
。
加
え
て
、
評
価
機

関
ご
と
に
基
準
が
異
な
る
と
、
星
付
き

評
価
の
公
平
性
が
担
保
し
に
く
い
。
そ

の
た
め
、
基
準
は
一
定
程
度
共
通
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　な
お
、
評
価
に
つ
い
て
は
、「
教
育

の
質
」
向
上
に
つ
な
げ
る
べ
く
「
絶
対

評
価
」
を
基
本
と
し
、設
置
認
可
の
「
学

位
の
種
類
及
び
分
野
の
変
更
等
に
関
す

る
基
準
」
に
定
め
る
21
分
野
の
研
究
者

に
よ
る
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
る
（
P
．
12
）。
学
環
な
ど
分

野
横
断
型
の
場
合
は
、
該
当
分
野
の
専

門
家
が
協
働
し
て
行
う
予
定
だ
。「
学

部
教
育
は
ア
カ
デ
ミ
ア
の
入
り
口
に
あ

た
る
。
各
評
価
員
に
は
、
分
野
の
発
展

を
か
け
た
、
ピ
ュ
ア
な
視
点
で
の
評
価

を
期
待
し
て
い
る
」（
石
橋
氏
）。

      

社
会
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
い
形

で
公
表
し
、
結
果
を
活
用
す
る
た
め
。

　「新
た
な
評
価
」
で
は
、
学
部
別
評

価
結
果
を
4
段
階
で
示
す
【
P
．8
図

制
度
の
対
象
外
と
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。「
要
是
正
」
と
な
っ
た
大
学
に

は
文
科
省
が
直
接
指
導
に
入
る
が
、
改

善
の
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、
大
学
設

置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
審
議
を
経
て

学
校
教
育
法
第
15
条
が
適
用
さ
れ
、
最

悪
、
廃
止
命
令
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

【
P
．９
図
表
11
】。
こ
れ
ら
の
理
由
と

し
て
鈴
木
氏
は
、「
要
是
正
」
は
基
本

的
に
法
令
違
反
、
設
置
基
準
違
反
の
状

態
に
あ
た
り
、
単
な
る
努
力
不
足
と
は

性
質
が
異
な
る
か
ら
だ
と
語
る
。

　た
だ
し
、
こ
う
し
た
措
置
は
新
た
な

罰
則
で
は
な
く
、
既
存
の
法
制
度
に
基

づ
く
対
応
を
明
確
化
し
た
も
の
だ
。「
要

是
正
」
の
状
態
は
、「
学
生
の
利
益
が

損
な
わ
れ
て
い
る
状
態
」
の
た
め
、
改

善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
大
学
へ
一
定

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
は
当
然
と
も
言

え
よ
う
。
一
方
で
、
新
制
度
に
は
、
学

生
を
成
長
さ
せ
て
い
る
大
学
を
支
援
す

る
側
面
も
あ
る
。

　「少
子
化
が
進
む
中
で
も
、
評
価
が

高
け
れ
ば
存
続
に
向
け
た
支
援
を
検
討

で
き
る
。『
新
た
な
評
価
』
は
学
生
の

成
長
を
中
心
に
据
え
た
制
度
で
あ
り
、

定
員
充
足
率
等
を
見
る
も
の
で
は
な

い
。
よ
い
教
育
を
行
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
立
地
な
ど
に
よ
り
経
営
が

難
し
い
と
感
じ
始
め
て
い
る
大
学
こ
そ

前
向
き
に
制
度
と
向
き
合
い
、
教
育
の

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」（
石
橋
氏
）。

　
　社
会
で
の
認
知
を
高
め
、
進
学
先

選
び
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
。

　新
制
度
に
伴
い
、
国
は
デ
ー
タ
入
力

や
審
査
手
続
き
、
結
果
公
表
ま
で
を
一

元
化
す
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
整
備
す
る
【
図
表
12
】。

　「こ
れ
ま
で
認
証
評
価
の
結
果
は
各

評
価
機
関
と
大
学
が
バ
ラ
バ
ラ
に
公
表

し
て
い
た
た
め
受
験
生
に
認
知
さ
れ
に

く
く
、
進
路
選
択
の
材
料
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
制
度
で
は
国

が
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
に

「U
niv-m

ap
」（
仮
称
）
と
い
う
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
つ
く
っ
て
結
果
を
公
開

し
、
例
え
ば
「
法
学
系
で
3
つ
星
評
価

の
学
部
」
な
ど
を
検
索
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
進
路
選
択
で
の
活
用
を
促
す
た

め
、
文
科
省
が
高
校
向
け
に
認
知
普
及

活
動
も
行
う
。

　ま
た
、
大
学
が
関
係
機
関
へ
個
別
提

出
し
て
い
た
デ
ー
タ
を
連
携
し
、
資
料

作
成
や
提
出
の
重
複
を
解
消
す
る
こ
と

で
負
担
軽
減
を
図
る
。
現
在
の
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
は
、
機
能
を
統
合
し
た

う
え
で
停
止
す
る
方
向
で
検
討
中
だ
。

　な
お
、
要
是
正
に
な
っ
て
も
再
受
審

で
適
合
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
6
年

後
を
待
た
ず
に
評
価
結
果
を
更
新
し
、

最
新
の
評
価
結
果
を
掲
載
す
る
予
定

だ
。 　

　教
育
成
果
の
測
定
は
難
し
い
た

め
、多
面
的
に
見
る
必
要
が
あ
る
か
ら
。

　学
部
別
評
価
で
は
教
育
成
果
を
示
す

根
拠
例
と
し
て
、
多
面
的
な
直
接
評
価

と
多
面
的
な
間
接
評
価
の
二
面
、
お
よ

び
、
必
要
に
応
じ
て
社
会
で
の
活
躍
を

示
す
デ
ー
タ
を
求
め
て
い
る
【
P
．6

図
表
７
】。そ
の
理
由
を
石
橋
氏
は
、「
教

育
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
容
易
で

は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
多
面
的
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

　直
接
評
価
は
、
成
長
の
客
観
的
な
証

拠
が
あ
る
評
価
で
、
レ
ポ
ー
ト
や
試
験

結
果
、
単
位
修
得
状
況
、
学
修
成
果
物

な
ど
。
間
接
評
価
は
、
学
生
自
身
の
認

識
を
問
う
評
価
で
、
国
の
全
国
学
生
調

査
の
活
用
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
複
数
の
根
拠
を
組
み
合
わ
せ
、

D
P
に
掲
げ
る
資
質
・
能
力
を
備
え
た

学
生
を
育
成
で
き
て
い
る
か
を
示
す
。

　「こ
れ
ま
で
大
勢
の
学
生
に
授
与
し

て
き
た
、
学
位
の
根
拠
は
何
か
？

　卒

業
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
に
設
計
さ

れ
て
い
れ
ば
、
教
育
成
果
は
十
分
に
示

せ
る
は
ず
だ
」（
石
橋
氏
）。

　
　１
学
部
の
課
題
は
、
全
学
的
な
質

増
え
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
話
し
、
多

面
的
評
価
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
全

国
学
生
調
査
結
果
の
活
用
を
勧
め
る
。

　小
規
模
だ
か
ら
こ
そ
の
利
点
も
あ

る
。「
学
生
数
が
少
な
く
、
S
T
比
も

低
い
大
学
は
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
教
育
や
学
修
成
果
の
可
視
化
も

し
や
す
い
は
ず
だ
。『
新
た
な
評
価
』は
、

教
育
の
評
価
で
、
学
生
を
ど
真
ん
中
に

お
い
た
『
教
学
経
営
』
を
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
問
う
制
度
だ
。
現
状
の
教
育

環
境
は
果
た
し
て
自
ら
掲
げ
た
D
P
を

達
成
し
や
す
い
も
の
な
の
か
、
こ
れ
を

機
に
見
直
し
て
ほ
し
い
」（
石
橋
氏
）。

　
　「要
是
正
」＝
法
令
違
反
で
学
生
の

利
益
が
損
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
。

　こ
れ
ま
で
は
不
適
合
で
も
強
制
的
な

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な
く
、
改
善
が
進
ま
な

い
例
も
あ
っ
た
。
実
際
、
16
校
が
不
適

合
と
な
っ
た
第
3
サ
イ
ク
ル
で
は
、
再

（
追
）評
価
で
適
合
と
認
め
ら
れ
た
の

は
4
校
に
と
ど
ま
る
【
図
表
10
】。

　一
方
、
新
制
度
で
は
、「
要
是
正
」

と
判
定
さ
れ
た
大
学
に
対
し
、
厳
し
い

措
置
を
講
じ
る
。
新
学
部
・
新
学
科
の

設
置
が
認
め
ら
れ
な
い
ほ
か
、
国
の
資

源
配
分
に
も
反
映
し
、
私
学
助
成
金
な

ど
の
減
額
や
不
交
付
の
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
将
来
的
に
修
学
支
援
新

保
証
の
課
題
で
あ
る
た
め
。

　新
制
度
で
は
、
１
学
部
で
も
「
要
是

正
」
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、
大
学
全
体

が
「
要
是
正
」
と
な
る
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
鈴
木
氏
は
、「
実
際
、
内
部
質

保
証
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
教
育
現
場
の
学
部
の
実
態
を
見

て
み
な
い
と
判
断
で
き
な
い
。
あ
る
学

部
に
問
題
が
あ
れ
ば
本
部
が
サ
ポ
ー
ト

す
べ
き
だ
ろ
う
。
1
学
部
で
も
要
是
正

が
付
く
と
い
う
こ
と
は
、
大
学
全
体
の

質
保
証
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機
能
し
て

い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
は

従
来
の
評
価
制
度
が
実
質
、
学
部
を
置

き
去
り
に
し
て
い
た
と
い
う
反
省
が
あ

る
」
と
語
る
。
つ
ま
り
、
学
部
が
要
是

正
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
学
部
だ
け
で

な
く
、
大
学
全
体
で
質
保
証
を
担
保
す

べ
き
と
言
え
る
。
大
学
本
部
と
学
部
間

の
対
話
と
連
携
が
重
要
だ
。

　
　自
己
点
検
に
基
づ
く
評
価
の
た

め
、
過
度
な
負
担
は
か
か
ら
な
い
。

　担
当
す
る
要
員
の
確
保
や
多
面
的
評

価
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
リ
ソ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
小
規
模
大

学
は
対
応
が
困
難
だ
」と
の
声
も
あ
る
。

し
か
し
、
石
橋
氏
は
「
評
価
資
料
は
、

法
令
上
全
大
学
が
行
っ
て
い
る
自
己
点

検
・
評
価
が
ベ
ー
ス
の
た
め
、
負
担
が

表
9
】。「
要
是
正
」
は
、
法
令
で
求
め

ら
れ
る
水
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、
質
保

証
の
最
低
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状

態
。「
1
つ
星
」
は
、
必
要
最
低
限
の

質
保
証
体
制
は
整
っ
て
い
る
状
態
。

「
2
つ
星
」
は
、
学
生
の
成
長
を
促
す

取
り
組
み
は
あ
る
が
、
ま
だ
成
果
が
十

分
に
表
れ
て
い
な
い
段
階
の
評
価
だ
。

石
橋
氏
は
、「
学
生
が
成
長
す
る
可
能

性
が
高
い
取
り
組
み
を
評
価
し
、
成
果

が
出
る
ま
で
の
過
程
も
応
援
し
た
く
、

2
つ
星
を
設
け
た
」
と
説
明
す
る
。

「
3
つ
星
」
は
、
教
育
成
果
と
教
育
改

善
の
取
り
組
み
が
高
水
準
で
あ
る
こ
と

が
明
確
な
状
態
を
示
す
。

　こ
の
4
段
階
評
価
の
目
的
は
、
受
験

生
や
保
護
者
に
教
育
の
質
を
わ
か
り
や

す
く
示
す
こ
と
だ
が
、
高
い
評
価
の
学

部
等
に
は
私
学
助
成
や
運
営
費
交
付
金

に
対
す
る
反
映
な
ど
、
大
学
側
に
も
直

接
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。「
例
え
ば
、
学
生
募
集
が
厳
し
い

地
域
に
同
じ
学
部
が
複
数
あ
る
場
合
、

3
つ
星
を
獲
得
し
教
育
の
質
が
高
い
と

証
明
さ
れ
た
大
学
で
あ
れ
ば
、
何
ら
か

の
経
営
支
援
を
受
け
や
す
く
な
る
可
能

性
が
高
く
な
る
だ
ろ
う
」（
石
橋
氏
）。

　ま
た
、
従
来
の
「
適
合
・
不
適
合
」

評
価
で
は
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
う

大
学
・
学
部
が
わ
か
ら
な
い
が
、
星
付

き
評
価
に
な
れ
ば
、
3
つ
星
を
獲
得
し

た
大
学
を
参
考
に
、
自
学
の
教
育
改
善

が
し
や
す
く
な
る
。

　「負
担
が
重
く
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
感
じ

づ
ら
い
」「
徒
労
感
」「
社
会
か
ら
認
知
さ
れ

て
い
な
い
…
」。
国
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
議
論
で
は
、
現
状
の
認
証
評
価
制
度
に
対

す
る
厳
し
い
指
摘
が
相
次
い
だ
。

　次
期
通
常
国
会
で
成
立
を
め
ざ
す
「
新
た

な
評
価
」
制
度
は
、
機
関
別
評
価
と
学
部
別

評
価
の
２
階
建
て
、
4
段
階
評
価
、
6
年
周

期
な
ど
変
更
点
が
多
い
。
そ
の
本
丸
は
、「
学

部
教
育
の
質
が
保
証
さ
れ
、
向
上
が
図
ら
れ

て
い
る
か
」、
つ
ま
り
、
学
位
の
価
値
と
い
う

点
に
あ
る
。

　従
来
の
認
証
評
価
で
は
、
本
部
主
導
の
受

審
に
と
ど
ま
り
、
教
育
現
場
で
あ
る
学
部
が

あ
ま
り
関
与
し
な
い
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

教
員
の
「
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指
針
」
の
認

知
度
が
５
割
に
と
ど
ま
る 

現
状
を
鑑
み
れ
ば
、

組
織
的
な
教
育
改
善
は
定
着
し
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
。
内
部
質
保
証
を
重
点
的
に
見

て
き
た
評
価
制
度
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
明
ら
か
だ
。

　人
口
減
少
や
地
方
衰
退
、
A
I
技
術
の
目

覚
ま
し
い
発
展
な
ど
、
環
境
が
激
変
す
る
中

で
、
学
生
を
ど
う
育
て
て
い
く
か
。
い
か
な

る
大
学
で
あ
っ
て
も
、
今
、
一
番
の
課
題
だ

ろ
う
。
経
営
の
最
重
要
事
項
と
し
て
教
育
の

質
保
証
・
質
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
の

先
に
こ
そ
、★
３
つ
の
評
価
と
大
学
の
持
続
可

能
な
未
来
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

＊1

＊2

Q
1.
な
ぜ
今
、認
証
評
価

制
度
を
見
直
す
の
か
。

★
★
★
の
評
価
と

大
学
の
持
続
可
能
性

自己点検・
評価

「
新
た
な
評
価
」で
は
、何
が
ど
う
変
わ
り
、大
学
に
は
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

 

文
部
科
学
省
の
見
解
を
交
え
な
が
ら
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ひ
も
と
い
て
い
く
。

文
科
省
に
聞
く
！


